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▼

省
エ
ネ
ナ
ビ

◉
省
エ
ネ
ナ
ビ
で
出
来
る
こ
と

省
エ
ネ
ナ
ビ
を
ご
家
庭
の
分
電
盤
に

測
定
器
を
取
り
付
け
る
だ
け
で
、電
力
使

用
量
や
Ｃ
Ｏ
²
排
出
量
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
表
示
さ
れ
ま
す
。

「
テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
い

る
時
の
電
力
使
用
量
を
実
感
し
な
が
ら

節
電
出
来
た
の
で
、
電
気
料
金
が
安
く

な
っ
た
」
な
ど
好
評
で
す
。

夏
休
み
に
は
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

「
省
エ
ネ
ナ
ビ
」
を
使
っ
て
節
電
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
自
由
研
究
の

テ
ー
マ
に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

◉
取
付
方
法

付
属
の
説
明
書
に
従
っ
て
、
ご
自
身

で
付
け
て
下
さ
い
。

＊
家
の
電
気
契
約
等
の
条
件
に
よ
り
、

取
り
付
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
対
象　

区
内
在
住
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

協
力
出
来
る
方

貸
出
期
間　

１
カ
月
以
上
10
カ
月
ま
で

貸
出
台
数　

50
台
（
申
し
込
み
順
）

申
込
み
・
問
合
せ　

環
境
課　

☎
内
線
４
８
２

日
時　

８
月
21
日
（
木
）
午
前
8
時
15

分
〜
午
後
5
時
（
予
定
）

対
象　

区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
、

40
人
（
抽
選
）

＊
中
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同
伴
で

内
容　

区
役
所
前
集
合
〜
リ
サ
イ
ク

ル
・
プ
ラ
ザ
Ｊ
Ｂ
（
び
ん
、
缶
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
）

見
学
〜
昼
食
・
休
憩
〜
グ
リ
コ
ピ
ア
・

イ
ー
ス
ト
（
お
菓
子
工
場
）
見
学
〜

区
役
所
前
帰
着

＊
昼
食
は
、
自
己
負
担
ま
た
は
お
弁
当

を
ご
持
参
下
さ
い

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
代
表
者
の

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
と
参
加
者
全
員
の
氏
名
・

年
齢
（
返
信
面
に
住
所
・
氏
名
も
）

を
明
記
し
、
郵
送
、
８
月
１
日
消
印

有
効

▼

昨
年
の
見
学
の
様
子

生
ご
み
に
は
水
分
が
多
く
含
ま
れ
て

お
り
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
生
ご
み
を
大
幅
に
減
量

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
り
、
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
だ
け
で

手
軽
に
生
ご
み
の
減
量
が
出
来
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
ご
み
の
減
量
だ
け
で
は

な
く
、
特
に
暑
く
な
る
季
節
に
気
に
な

る
生
ご
み
の
嫌
な
臭
い
を
軽
減
す
る
こ

と
も
出
来
ま
す
。

助
成
制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
、
購

入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

助
成
対
象　

生
ご
み
た
い
肥
化
容
器
、

電
動
の
生
ご
み
処
理
機
な
ど
（
デ
ィ

ス
ポ
ー
ザ
ー
式
の
機
器
を
除
く
）

助
成
金
額　

購
入
金
額
の
２
分
の
１
相

当
額
（
上
限
は
2
万
円
）

交
付
要
件　

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
等

＊
詳
細
は
、
荒
川
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
頂
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

申
請
・
問
合
せ　

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
荒
川
清
掃
事
務
所
３
階
）

☎
内
線
４
４
９

▶

臭
い
が
な
く
な
っ
て
快
適

▶

以
前
よ
り
ご
み
の
量
が
減

り
、
ご
み
出
し
が
楽
に
な

っ
た

利用者の声

資源回収場所には、専用コンテナやネットが用
意されています。
びん・缶・ペットボトルなどを、レジ袋などに入
れて回収場所まで持ち運んだ際は、必ずレジ袋な
どから出して、直接回収の容器に資源だけを入れ
て下さい（レジ袋は必ず持ち帰って下さい）。
皆さんのご協力をお願いします。
＊回収場所の容器が不足している場合は、清掃
リサイクル課までご連絡下さい

問合せ　清掃サイクル課　☎内線４４９

携帯電話等の小型家電には、金や銀などの貴金属、パラ
ジウムなどのレアメタルが含まれています。
区では、これらの資源のリサイクルを促進するため、専
用の回収ボックスを設置し、小型家電の回収を行っていま
す。また、フリーマーケット等の区の催しでも回収します。

「食品ロス」とは、本来食べられるのに捨てられている
食品のことです。私たちは多くの食品を輸入しながら、
大量に捨てています。「もったいない」を合言葉に、大切
な食品を無駄なく消費し、食品ロスを減らして環境面や
家計面にもプラスになるよう、ご協力をお願いします。

　☎内線４７０
　皆さんのご協力により、25年度は、ボッ
クス回収とイベント回収で、合わせて約
244キログラム（下表参照）の小型家電が
集まりました。今後も更なる資源の回収と
ごみの減量に取り組んでいきますので、ご
協力をお願いします。

　砂糖・塩などの一部の商品を除き、加工食品には、「賞味期限」または「消
費期限」が記されています。どちらの期限表示についても、未開封の状態
で、適切な方法で保存されていることが前提です。
●賞味期限……比較的品質が劣化しにくい食品に表示されています。期限を過

ぎても必ずしもすぐに食べられなくなるわけではありません。それぞれの食品
が食べられるかどうかについては、消費者が個別に判断する必要があります。

●消費期限……品質の劣化が早い食品に表示されています。期限を過ぎた
ら食べないようにして下さい。（図２）

開封した物は、期限にかかわらず早めに食べましょう

食品が皆さんの元に届くには、水、肥
料・飼料、生産するための人手や運搬する
ためのエネルギーなど資源をたくさん使
っています。野菜・食肉等の生産者や料理
を作ってくれた人達への感謝の気持ちを
込めて、残さず食べましょう。外食の時は、
注文時に料理のボリュームや食べられな
い食材が入っていないかあらかじめ確認
をして、食べ切れる分を頼みましょう。

　回収ボックスは、区役所本庁舎、
あらかわエコセンター、アクト21、
各ふれあい館に設置しています。

回収品目は下記の9品目です

≪ご注意下さい≫
＊回収品目以外の製品は回収していません
　30センチ角以上の製品は粗大ごみとして出して下さい
＊一度回収ボックスに入れた物の返却は、一切出来ません
＊携帯電話等のメモリーカード類は必ず取り除いて下さい

小型家電回収量　単位：キログラム

ボックス回収量
（25年10月
～ 26年3月)

イベント回収量
（全8回) 合　計

携帯電話 41.8
(個数：449台)

12.8
(個数：134台)

54.6
(個数：583台)

その他家電 162.6 27.2 189.8

合　計 204.4 40.0 244.4

25 年度の回収量

安いからと食材を必要以上に購入し
たり、買い置きがあるのを忘れてまた同
じ食材を買ってしまうと無駄になってし
まう可能性があります。買い物をする前
に冷蔵庫などの食材を確認して、必要な
分だけ買いましょう。量り売り・ばら売り
なども活用しましょう。

●計画的に買い物をしよう
普段から食材の賞味期限や消費期限
を意識して、期限切れで捨てる前に使い
切りましょう。食べられる部分を過剰に
捨てたり、余った食材を捨てたりせず、一
工夫しておいしく食べ切りましょう。

●食材を使い切ろう ●残さず食べよう

～食品ロスを無くそう

食品ロスを減らすために

　☎内線470

◉意外と多い食品ロス
日本では、年間約1700万トンの食品廃棄物が出されて

おり、そのうち食品ロスの量は、年間で500 ～ 800万トン
と試算されています（出典：農林水産省による22年度推計）。
これは、日本の主食用とされるお米の年間収穫量約820万
トンと同等量に当たります。
区で毎年実施しているごみ組成調査でも未使用の食品

がたくさん出てきます。（写真右）
また、食品ロスは、食品メーカー、スーパーなどの小

売店、レストランなどの飲食店、家庭など、「食」に関連
するさまざまな場所で発生していますが、食品ロスの約
半分の量が家庭から出ていると言われています。家庭に
おける1人当たりの食品ロス量は、1年間で約15キログラ
ムと試算され、ご飯1食を250グラムとした場合、60回分
の食事に相当します。（出典：消費者庁26年作成啓発用パ
ンフレット）
◉食品ロスはなぜ出来る
食品を食べずに捨ててしまう理由としては、「食品が腐

ってしまった、カビが生えてしまった」、「食品の消費期限・
賞味期限が過ぎてしまった」などが多くあげられます。
これらは、食品を必要以上に買い過ぎて使い切れなかっ
たり、料理した量が多すぎて余ってしまったりしたこと
が原因と考えられます。また、野菜の皮を厚くむいたり、
食べられる部分まで過剰に捨ててしまうことも原因の一
つです（表1）。
◉食品ロスはもったいない
日本には「もったいない」という言葉があります。料

理も食材も無駄なく食べ切るという心掛けで、食品ロス
を減らすことが出来ます。皆さんも「もったいない」を
合言葉に出来ることからご協力をお願いします。

図２　農林水産省資料

▲荒川区リサイクルキャラクター・りっくる

表1　農林水産省「平成21年度食品ロス統計調査（世帯調査）」（複数回答による）

食品の鮮度低下、
腐敗及びカビの発生

食品の消費期限・
賞味期限が過ぎたため

色やにおいなどで食品の
安全性に不安を感じたため

食品が中途半端に
余ったため

0 10 20 30 40 50 60
（％）

食品を使用せず廃棄した理由

省
エ
ネ
ナ
ビ

無
料
貸
し
出
し

実
施
中

電
力
使
用
量
を

「
見
え
る
化
」

『
夏
休
み
！ 

親
子
バ
ス
施
設
見
学
会
』の

参
加
者
募
集
（
無
料
）＊

申
し
込
み
は
１
グ
ル
ー
プ
１
枚
の

み
。
ま
た
、
異
な
る
グ
ル
ー
プ
へ
の

重
複
応
募
は
出
来
ま
せ
ん

応
募
・
問
合
せ
　
〒
１
１
６
―
０
０
０
１

荒
川
区
町
屋
５
―
19
―
１
荒
川
清
掃

事
務
所
3
階
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課

「
親
子
バ
ス
見
学
会
」
係☎内

線
４
７
０

▲電動型生ごみ処理機（乾燥型の例）

助成対象となる機器などの例

＊電動生ごみ処理機（乾燥式）の処理結果

処理前
1500グラム

処理後
250グラム

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
購
入
費

助
成
制
度
の
ご
案
内

携帯電話等の使用済小型家電のリサイクル

荒川区低炭素地域づくり協議会が呼び掛けて、「あらか
わ七夕ライトダウンキャンペーン」を実施しました。
７月７日の夜８時～１０時の２時間、消灯することで、日

頃からどれだけ照明を使っているかを実感し、節電や省エ
ネルギー、地球温暖化問題について考えるきっかけとなる
ことを目的として行っています。
当日は、多数の区民・事業者の皆さんが参加し、「手作り

キャンドルを灯して、親子の時間をい
つもよりもゆったりと過ごしました」
などの声が寄せられました。

問合せ　環境課　

「あらかわ七夕ライトダウ ン キャン ペー ン 」を
実 施 し ま し た

資源はレジ袋などから出して
専用の容器に入れて下さい

びん かん

ペットボトル 白色トレイ

開封した日付や期限を食材が
入った袋に書いておくことも
使い切るために有効だよ。

賞味期限と消費期限の違いはご存知ですか 賞味期限と消費期限のイメージ

劣化が比較的遅いもの

早く悪くなるもの
まだ食べられる

安全に食べ
られる限界

品質

保存日数
↑ 

賞
味
期
限

↑ 

消
費
期
限

↑ 

製
造
日

劣化が比較的遅いもの劣化が比較的遅いもの

１２３４５６７

④電子辞書 ⑤デジタルカメラ

⑧ACアダプタ

⑥ポータブルビデオカメラ

⑨ポータブルカーナビ

②携帯音楽プレーヤー ③携帯ゲーム機器

⑦電卓

①携帯電話

▲集積所に出された未使用の食材

問合せ　清掃リサイクル課

問合せ　清掃リサイクル課

☎内線４82ライトダウン実施後

ライトダウン実施前

区施設においても執務室の消
灯に取り組みました
（区役所本庁舎の実施の様子）


